
Jnanapada 流 にお け る 「喩 伽 行 中観 」説

吉 水 千 鶴 子

Guhyasamajatantra の成就法, 儀軌に関レて, 二次第 dvikralha を基本とする

体系を造 り上げた Jnanapada 流 は8世 紀後半 に活動 した Jhanapada (Jp.) を開

祖 とする。本稿で採 り上げる文献は, 彼自身の著作及びその註釈書である。

Jp. は大乗思想の上にタン トラを置き, 中でも無上喩伽タントラ を最高の もの

として位置づける試みを行なったが, その思想内容は大乗思想の域を出るもので

は な い 。特 にご同年 代 の santaraksita との 近 似 齢 注 自 さ禍 が, そ の ゆ なJp.

の思 餌 的立 場 を か つ て羽 田野 伯 猷博 士 は チ ベ ツ}の 伝 承 に従 って,「 琳 伽 行 中観 」

と認 め た1)。 博 士 に よれ ば 「彼 (Jp.) の 用 い た 哲 学 的 解 明 手 続 に お い て, 中観

喩 伽 行 の もつ理 念, と くに先 述 した喩 伽 行 中観 的思 弁 が 自在 に活 用 ぜ られ てい る。

と は い え, 究 極 的 に は そ れ らの手 続 が真 如, 如 来 蔵 説 に結 集 せ られ, それ ら に基

盤 して そ の密 教 体 系 が構 格 せ られ て い る とい い うる2)」 の で あ る。 博 士 が こ こで

「真 如, 如 来 蔵 説 」と呼 ぶ もの は, Dvikramatattvabhavana-mukhagama3) (DTBh.)

な ど でJp. が 立 て る 最 高真 理 「無 二 の 智慧 」(gnyis su med pa'i ye shes, advaya-

jnana?) を 指 し, そ れ は 一 切 法 の 自性, 生 起 の 源 で あ るが 故 に, 確 か に 如 来 蔵 的

な もの と して理 解 され る。 しか しな が ら, Jp. の説 く中観 思 想 に は,「 世 俗 にお い

て唯 識 を認 め る 中観 説 」 と い う定 義 に沿 った 「喩 伽 行 中観 的思 弁 」 は全 く見 出す

こと が で き な い の が事 実 で あ る。 む し ろ 「喩伽 行 中観 」(rNal, byor spyod pa'i

dbu ma pa, Yogacara-Madhyamika) と い う名 称 を用 い4),「 識 が 世 俗 に お い て

幻 の相 と して の み清 浄 と清 浄 で は な い もの と して顕 現 す る5)」 と説 い た の は, 彼

の弟 子 で あ り, 註 釈 者 で あ る vitapada (Vp.) が 最 初 なの で あ る。 こ の 相 違 を 踏

ま え な が ら, 喩 伽 行 中観派 の 系 統 に あ る と され て きたJp. 流 の 「喩 伽 行 申観 」 説

と は どの よ うな もの か, こ こに 簡 潔 に述 べ て み た い。

「無 二 の 智 慧 」 を説 か ず, 中観 の立 場 に基 づ い て書 か れ て い る Atmasadhana-

vatara に お い て, Jp. は 次 の よ うに 唯識 を批 判 して い る。

そ うではない (唯識を 自性 とす るの ではない)。 なぜな ら知識 (rnam par shes pa)

もまた一 と多の 自性 (gcig dang du ma'i rang bzhin) を離 れているか らである。 次の

ようにそれは単 一ではない。 即 ち青等 (の色) がそれぞれ異な ってい るので所縁が多様
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であるが故 に。(も し) 白等 とい った色 (kha dog) が単 一で も, 前 中後 の 部分 が そ れ

ぞれ異 なって顕現す るが故 に, そ して効果 的作用 (don byed pa, arthakriya) の 結果

が それぞれ異 なってい るので, 多性が まさにそれの特徴 である冷 らで あ る。多 で もな

い。 極微の分別 によって白等の形象の諸部分が区別 され ることが無いか らであ る。単一

と多以外の別の顕われが存在す ることはない。 なぜな ら (それ ら単一 と多) が互いに無

い ことに よって矛盾す るか らで ある6)。

これ は有 形 象 唯 識 説 に対 す る論 難 と な っ てい るが, santaraksita の Madhya-

makalamkara (MA) とか な りの 近 似 を示 して い る。 この 後Jp. は, 三 界 唯 心 と は

外 境 に対 す る執 著 を除 くた め に 説 か れ た, と言 い,『 入 樗 伽 経 』x-k. 256, 及 び

MA. k. 92に 従 って 「心 の み に よ って外 境 の 対 象 を分 別 せ ず, 真 如 を観 じて心 ゐ

み も越 え るべ き で あ る7)」 とい う観 察 の 次 第 を認 めつ つ も, む し ろ一 切 法 の 空 性

に真 直 ぐ向 か う こと を勧 め てい る。 しか し 識 と二 諦 説, 識 と世 俗 との 関 係 に つ い

て は全 く言 及 す る ことは ない。

一 方, 無 上 喩 伽 タ ン トラの 成 就 法 と密 接 に結 びつ き, 自己 の 内面 か ら現 象 世 界

が生 起 し, ま た そ こへ帰 一 す る と い う テ ィラ カ (tilaka) の 観 想 を 説 く DTBh.,

Muktitilaka8), Samantabhadrasadhana (SS.) な ど の 著 作 で は,「 無 二 の 智 慧」

な い し法 性 と い う, す べ ての 顕 現 の 自性 と な る基 体 を説 くた め に, , そ の 思 想 的 立

場 は 中観 を離 れ ざ る を え ない。

しか しな が ら彼 の註 釈 者 達 は, それ らに つ い て もあ くまで 中観 の 立 場 を離 れ ま

い と した。 そ の ひ と つの 例 と して 「喩 伽 行 中観 」 説 を見 る ことが で き るの で あ る。

そ れ はSS. の 註釈 に顕 著 で あ る。SS. に はVp. を は じめ, sriphalavajra (sph.),

Thagana (Th.), Samantabhadra (S.) の 四種 の註 釈 が あ る が, その うちVp., Th.,

S. は 「喩 伽 行 中観 」 の 立場 を 明記 す る。SS. に お い てJp. は喩 伽 の 根 本 と し て

の 内実 た る本 性 清 浄 な る法 性 を認 め るの で あ るが, Vp. 等 は そ れ を 唯識 と解 釈 し,

更 にJp. に は全 く見 られ な い方 軌, 即 ち唯 識 世 俗 説, 及 び離 一多 性 に よ って そ れ

を否 定 す るの で あ る。SS. には この 否 定 は な い。 或 い は これ は, 註 釈 者達 が あ く

まで 実 体 的 思 考 を避 け よ うと した た め か と思 わ れ る。

S. はSS. が 「一 切 衆 生 は識 の み (rnam par rig pa tsam) で あ る と 結論 す る」

もの と解 釈 しな が ら, そ の 後 に 次 の よ うに 言 う。

知識 (rnam par shes pa) のみではあ るが, それについて前の通 りに一 と多の 自性に

ついて (考察 に) 耐 えないので, 空華の如 くに, 存在 す ると名づけ られ るにはふ さわ し

 くない。(中 略) それな らば知 と知 の対象 が無 であ る故に, 無 とい う自性が 真実 で あ る

-382-



(88) Jnanapada 流 に お け る 「喩 伽 行 中 観 」説 (吉 水)

といわれ るであろ う, とい うな らば, そ うではない。 その知 は世俗 (knn rdzob) と し

て存在す るので あ り, 世俗 は否定で きない もので あるか らで ある11)。

この 説 に見 られ る よ うに, 彼 等 は世 俗 にお い て は, 自証 知 の 存 在 を認 め, 勝 義

に お いて は 「最 上 の城 に入 らん と欲 す る者 は心 は世 俗 と知 るべ き で ある12)」 とす

る の で あ る。 ま た Sph は,

このよ うにこの次第 によって外 の対象が無 いとい う唯心 (sems tsam) に住 してか ら,

それ もまた一 と多の 自性 を離れ てい るので理 にか なった もので はないので ある13)。

と述 べ てV>る。 彼 は その 教 証 に, 前 の 『入 樗 伽 経 』x-k. 256, 或 い はMA. k.

92と 思 わ れ る偶 を 引用 して お り, この 偶 を ひ と つの 根 拠 と して, 一 旦 唯 心 に依 存

し, そ の後 に それ を も越 え る と い う彼 等 の 方 軌 が成 り立 って い る ことが わ か る。

これ はJp. の思 想 的背 景 と共 通 す る が, こ こに二 諦 説 が結 び つい て唯 心 を世 俗, 

その 無 自性 を勝 義 と した と ころ に他 の 註 釈 者 達 の 「喩 伽 行 中観 」 説 が 存 す るの で

あ る。

Jp. には見 られないこの考え方がいったいどこに由来するのかを彼等の文章の

中に探 ってみるならば, Vp, とTh. にMA. k. 64と 思われる引用があることに

気づくl5)。この偶を解釈 してVp. は,「考察に耐えない」,「色等の顕現として生

起 しといる」 ものを 「世俗的なもの」と考えていると思われる。更にこれを唯識

と解するには,「色等の顕現」が識 と同一なる形象であるとい う有形象唯識の立

場を前提としな くてはならない。がその点は明確ではない。

 そのように彼等の 「喩伽行中観」説は論理的裏づけ及び充分な教証を欠いた, 

整備されていない ものではあるが, タントラ文献の中に表明された大乗思想の一

端として, 注意すべきものと思われたので, ここに指摘 した。

1)「 秘 密 集 タ ン トラ に お け る ヂ ニ ャ ー ナパ ー ダ流 に つ い て＊」p, 15. 2) 同p. 20.

3) P. ed. Ti. 1-20 a. 4) Sukusuma. P. ed. Ti. 134 a4-5. 5) ibid. 133 b8.

6) P. ed. Ti. 64 a2-7. 7) ibid. 64 b5-6. 8) P. ed. Ti. 56a-63a1. 9) P.

ed. Ti. 33 a8-42 b5. 10) P. ed. Ti. 440 b-498 a6. Ti. 168 a-224 a3. Ti.

224a3-274 b4. Ti. 274 b4-330 a6. 11), Ti. 313 b4-5, 314 a8' 314 b2. 12) Ti.
482 a7-8. 13) Ti. 209 a1-2. 14) Ti. 480 b3-4. 15) Ti 480b4. 260b4
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